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H18第１回 化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 
06.07.10 

 

リ－２－２ 

平成１８年度ホームページの改善状況について 

 

 

１． 既に掲載済み情報の更新予定について 

 

ホームページによる情報提供の特性を活かしながら、今後追加更新を予定している内

容は以下のとおり。 

 

①詳しく知りたい 

平成18年度において、「魚類・両生類・無脊椎動物の内分泌系」及び「広範な内分泌系

のターゲット」についての説明追加する。 

 

②環境省の取組 

４月中に、エコクラブ全国フェスティバルで使用した「身近な生き物観察事業」につい

ての説明スライドや、エコクラブでの活動写真等を掲載する。 

 

③国際シンポジウム情報 

第８回アンケート掲載準備中。第８回シンポジウム終了以降の情報を追加する。 

 

④国際的な取組 

平成18年度中に国際的な取組ページを作成する。 

 

⑤資料集 

専門家向けデータベースに、これまでの哺乳類試験結果をまとめたスライドを掲載する。 
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２． 検討会の議論をふまえた平成１８年度予定について 
 

平成１８年度については、（１）～（３）の平成17年度第２回ExTEND2005リスクコミ

ュニケーション推進検討会での指摘を踏まえ、コンテンツの改善を行う。 

 

（１） 「色々な意見をバランスよく載せることが必要ではないか」との指摘について 

 

① 原稿掲載は、検討会の決定に従い、以下の方針に沿って行う。 

 【原稿掲載にあたっての方針】 

・検討会委員本人、その他関連する ExTEND2005の事業に関わる委員、本検討会委員の

推薦者からの寄稿は原則掲載。 

・事務局に対し、上記いずれでもない方から寄稿の申し出があった場合は、掲載の可否

をメール等で検討会委員に諮る。 

・A4で1枚の分量と原稿の依頼はするが、寄せられた原稿は修正せず原文のまま掲載す

る。 

  

 ②平成１７年度第２回検討会でコラムへの執筆依頼を指示された方々。 

・村松秀氏（ＮＨＫ 科学・環境番組部 専任ディレクター） 

・森田昌敏氏（環境ホルモン学会 会長） 

・西川洋三氏（元三菱化学㈱ 環境安全部 部長） 

・青山博昭氏（残留農薬研究所 毒性部副部長兼生殖毒性研究室長） 

・堤 治氏（東京大学医学部附属病院産科婦人科 教授） 

・安間節子氏（化学物質問題市民研究会 事務局長） 

 ＊以上６名については依頼済み。 

・千石正一氏（自然環境研究センター 主幹） 

 ＊千石氏については確認中。 

 

（２）「（研究成果のページの前など）各トピックの前に数行の要約があった方がよいので

はないか」との指摘について 

 

①研究成果のページについては、要約を準備して掲載するよう事務局に依頼中。 

②その他のコンテンツでも、要約が必要と思われるところに追加していく。 

 

（３）「本ホームページにリンクを貼ってもらう場合の方法を掲載した方がよいのではな

いか」との指摘について 

 ①平成１８年度請負先が決定し次第、指示する予定。 


